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体験学習と教材の貸出し
徳江秀夫　資料部長

　群馬県埋蔵文化財調査センター発掘情報館は、
平成８年に開館し、平成 28年までに 20万人を
超える来館者がありました。この間、金井東裏
遺跡の「甲を着た古墳人」の発見などがあり、
個人の利用者も増えてきましたが、小中学校の
社会科見学や、公民館や学童クラブの行事など
団体の利用も多くありました。
　当発掘情報館では、「体験学習室」を設け、
学校教育や地域の学習活動に考古学や埋蔵文化  
財の発掘調査成果を生かすための様々な体験学
習や貸出用の教材を用意しています。これまで
も多くの来館者に、また、出前授業で、縄文土
器づくり、勾玉づくりなどの体験学習の場面を
提供してきました。今回、改めて、当事業団が
現在行っている体験学習や教材の貸出しについ
て紹介します。これを機に、より多くの活用を
していただければと考えます。
　体験のメニューとしては縄文土器づくり、勾
玉づくり、火おこし体験があります。
　貸出教材には勾玉づくりに必要なノコギリや
キリ、火おこし具などの他に、県内の遺跡から
発掘された土器や石器、埴輪などの実物資料、
ハート形土偶や銅鐸のレプリカ、勾玉や管玉と
いった出土品の復元品、復元古代衣装などがあ
ります。具体的な貸出教材の内容については４
～９ページにありますのでこれを参照してくだ
さい。
　また、当情報館で用意している復元古代衣装
の写真を 10・11ページに掲載しました。
　通常、遺跡の調査では完全な形で衣服や織物
が出土する例はほとんどありません。土の中で
腐食して失われしまうためです。
　実際、当事業団の発掘調査においても、繊維
片の出土例は少ないのです。現在、上信自動車
道吉井インターチェンジとなっている高崎市吉
井町矢田遺跡の平安時代竪穴住居から出土した
炭化した植物繊維や紫色をした平織の絹布、
八ッ場ダム関連の長野原町東宮遺跡の天明泥流
で埋もれた建物跡から出土した麻布などが代表
的で貴重な資料です。
　復元古代衣装は、矢田遺跡や東宮遺跡のよう
な発掘調査で発見された衣服の材料と考えられ

る布片や文献、民俗事例を参考にして復元製作
されたものです。
　縄文時代には、カラムシなどの植物性繊維を
編んだアンギンの衣服を着ていたことが出土資
料を証拠に指摘されています。動物の皮も材料
として利用されていたことでしょう。また、土
偶の意匠をもとに衣服の模様や飾りが再現され
る事例も多くあります。
　弥生時代には、日本にも絹や機織りの技術が
伝えられたと考えられます。３世紀、中国の歴
史書『魏志倭人伝』には日本人が着ていた衣服
についての記録があり、女子は、「貫頭衣」と
いう袖なしの服を、男子は「巻布衣」という一
枚の布を体に巻き付けていたとあります。
　古墳時代の衣装は、人物埴輪に表現されたも
のをみると、男女ともに上半身には筒袖で、前
に袷のある丈の長い上衣を、左前で重ね、紐で
端を留めています。下半身には、男子はズボン
のような「褌」を、女子はスカートのような「裳」
をはいています。
　飛鳥時代から奈良時代にかけて、中国の唐の
制度にならって衣服制が整備されると、古代の
役人の衣服は、布の色・質によりその身分を表
すようになります。上着の袷は右前になり、身
分に関係なく、ズボンのような形をした「褌」
を着けることになります。
　児童・生徒たちは、遺跡から出土した土器や
石器を実際に自分の目で見て、手で触ることに
より、教科書の記載内容や写真からでは知るこ
とのできない、質感や重さ、厚さなどを実感す
ることができます。貸出教材の活用により、歴
史への興味や関心が一段と高まることが期待で
きます。最近の学校現場における体験や実物資
料を教材とした授業の実践例、その成果などに
ついては、『遺跡に学ぶ』第 39 号（特集：学校
の体験と見学）で実際に授業を実施した現場の
教師から報告をいただいています。体験学習を
取り入れた授業の準備や展開ついての参考にし
ていただけるものと考えます。
　最後に 13～ 15ページに申請書や見学依頼票
の見本と記載方法について掲載しました。

はかま

はかま
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　小学校、幼稚園・保育園、子供育成会等から
の希望が多い体験学習教材が「火起こし具」と

「勾玉製作セット」です。体験学習の手順を書
いたパンフレットもお渡ししています。
１　火起こし具
　「舞いぎり式」の道具で火起こし体験をする
ものです。横木を上下に動かして、はずみ車を
付けた軸棒を高速回転させることで発生する摩
擦熱で火種を作ります。火種を火口に移して息
をそっと吹きかけて火を起こします。1 分以内
に火がつく人もいます。火口から炎が上がった
瞬間には歓声と拍手に包まれます。
　無料の貸出具など
　　火起こし具、火口、パンフレット
　有料消耗品
　　摩耗してしまう火切の杵と臼
　　（平成 28 年度価格は杵・臼 1 組で 470 円
　　 です。5 人で道具を 1 組、所要時間 60 分
　　 が目安です。）
２　勾玉製作セット
　縦 3.5 ㎝× 横 3.5 ㎝× 厚さ 1 ㎝の四角い石
材を加工し、巴型の勾玉を作るために必要な道
具を貸し出します。石材は滑石という軟らかい
石です。

これに
(1)作りたい勾玉の形を書き入れ、
(2)キリで穴を開け、
(3)余分な部分をノコギリで切り落とし、
(4)棒ヤスリと紙ヤスリで削り、
(5)紙の水ヤスリで磨いて、勾玉を作ります。
最後に穴にヒモを通せば勾玉ネックレスが完成
です。
　無料貸出具など
　　作業板、型紙、キリ、ノコギリ、棒ヤスリ（以
　　上は人数分貸し出せます。）パンフレット、
　　製作工程を映像化したＤＶＤ
　有料消耗品
　　石材、ヒモ、紙ヤスリ、水ヤスリ
　　（以上がセットになっています。平成 28 
　　 年度価格は210円です。石材の色は白、緑、
　　 さくら、黒、灰の 5色。ヒモの色は赤、茶、 
　　 緑の 3色があります。所要時間 90分が目
　　 安です。）
３　貸出手続きと貸出期間
　別添の「考古資料等貸出し・利用申請書」に
必要事項を記入押印の上、事前に提出してくだ
さい。貸出期間は 10日以内です。

　学校貸出教材として、いくつかのセットを用
意していますので、利用活用してください。
　ただし、教材として貸し出すものですので、
小中学校・高校では校長先生の了解を取ってく
ださい ( ハンコ必要 )。また、大学の授業・研
修会等で利用する場合は、使用する講師の責任
で貸出すことになります。いずれの場合も、教
材の集荷・返却は、直接来団する必要がありま
す ( 宅配は不可 )。
事務手続きの申請書書式は、この冊子の巻末に
まとめてあります。
複製品　ハート形土偶、銅鐸、銅鏡のレプリカ
があります。それぞれ 1点のみ貸出し可能です
が、ほかの借用依頼と期日が重なっていると、
貸出しできません。事前に問い合わせてくださ
い。
模造品　石皿とすり石のセット 3、石斧 3 点、
木製農耕具 3点があります。当事業団職員が製
作したものです。こちらもアキを相談してくだ
さい。

実物資料　
03　完形土器 2 個体組み 縄文土器 + 弥生土器
　　 6セットあります。
 A セット = 1-1､1-2､1-3､1-4､1-5､1-6
04　縄文土器破片　3セットあります。
 B セット = 2-1､2-2､2-3
05　石器　12セットあります。
 A セット = 3-1､3-2､3-3､3-4､3-5
 B セット = 4-1
 C セット = 5-1､5-2
 D セット = 6-1､6-2､6-3､6-4
以上の事前にセットとして用意したもののほ
か、特定の遺跡から出土した資料の貸出しも可
能です。例えば、学校の近くで調査された遺跡
の出土品、学校と同じ市町村内で出土した資料
なども貸出し可能です。ただし、貸出日の直前
日に電話依頼されても用意できません。必要な
事務手続き期間を想定して、事前にご相談くだ
さい。

火起こし具・石皿の貸出し
西田健彦　専門調査役

複製品･模造品･実物資料の貸出し
関　晴彦　専門調査役　

ほ ぐ ち

きね うす

かっせき

レ　プ　リ　カ



石皿･火起こし具（模造品）
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1：舞ぎり　2：火切り杵（舞ぎり装着）　3：火口　4：火切り臼　5：臼のはめ込み台
※　『火切り杵』と『火切り臼』は消耗品につき費用がかかります。

●　火起こし具

●　石皿・すり石

ほ　ぐち



実物資料　縄文･弥生土器Ａセット
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種　別：縄文土器　
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期後半

種　別：弥生土器
遺　跡：日高遺跡（高崎市）

器　種：甕
年　代：弥生後期後半

種　別：縄文土器
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期後半

種　別：弥生土器
遺　跡：有馬遺跡（渋川市）

器　種：壺
年　代：弥生後期

種　別：縄文土器
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期後半

種　別：弥生土器　
遺　跡：日高遺跡（高崎市）

器　種：壺
年　代：弥生後期前半

種　別：縄文土器　
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期前半

種　別：弥生土器　
遺　跡：長根安坪遺跡（高崎市）

器　種：甕
年　代：弥生後期

種　別：縄文土器　
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期後半

種　別：弥生土器　
遺　跡：有馬遺跡（渋川市）

器　種：壺
年　代：弥生後期

種　別：縄文土器　
遺　跡：三原田遺跡（渋川市）

器　種：深　鉢
年　代：縄文中期前半

三原田遺跡　7006 集
日高遺跡　　10 集

●　縄文･弥生土器Ａセット１-６●　縄文･弥生土器Ａセット１-５

●　縄文･弥生土器Ａセット１-４●　縄文･弥生土器Ａセット１-３

●　縄文･弥生土器Ａセット１-２●　縄文･弥生土器Ａセット１-１

種　別：弥生土器　
遺　跡：戸神諏訪遺跡（沼田市）

器　種：甕
年　代：弥生後期



実物資料　縄文土器破片Ｂセット

火起こし具（舞ぎり）
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種　別：縄文土器　　遺　跡：大平台遺跡（高崎市）
器　種：土器破片　　年　代：中　　期

種　別：縄文土器　　遺　跡：大平台遺跡（高崎市）
器　種：土器破片　　年　代：中　　期

種　別：縄文土器　　遺　跡：大平台遺跡（高崎市）
器　種：土器破片　　年　代：中　　期

●　縄文土器破片Ｂセット２-１ ●　縄文土器破片Ｂセット２-２

●　縄文土器破片Ｂセット２-３



実物資料　石器Ａ･Ｂセット
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●　石器Ａセット３-１

●　石器Ａセット３-３ ●　石器Ａセット３-４

●　石器Ｂセット４-１

●　石器Ａセット３-２

●　石器Ａセット３-５

１：石　　鏃 今井三騎堂遺跡　 
３：石　　鏃 今井三騎堂遺跡　 
５：石　　錐 大上遺跡　　　　 
７：打製石斧 今井見切塚遺跡　 

２：石　　鏃 今井三騎堂遺跡
４：石　　匙 吹屋遺跡
６：打製石斧 下田遺跡　　　　
８：磨製石斧 神保植松遺跡

１：石　　錐 大上遺跡
３：石　　鏃 大平台遺跡 
５：石　　匙 吹屋遺跡
７：打製石斧 今井見切塚遺跡

２：石　　鏃 今井三騎堂遺跡 
４：石　　鏃 遺跡不明
６：打製石斧 下田遺跡
８：磨製石斧 上栗須寺前Ⅱ遺跡

１：石　　鏃 今井三騎堂遺跡　
３：石　　鏃 遺跡不明
５：石　　錐 下田遺跡
７：打製石斧 今井見切塚遺跡　
９：凹  み  石 今井三騎堂遺跡

２：石　　鏃 今井三騎堂遺跡
４：石　　匙 吹屋遺跡
６：打製石斧 今井三騎堂遺跡
８：磨製石斧 乗附長坂遺跡　

１：石錐 今井見切塚遺跡  
４：石鏃 元総社西川遺跡  
７：石鏃 今井見切塚遺跡   
８：石匙 今井見切塚遺跡
11：石匙 今井見切塚遺跡
14：削器 今井見切塚遺跡

２：石鏃 今井見切塚遺跡  
５：石鏃 今井見切塚遺跡

９：石匙 今井見切塚遺跡
12：削器 今井見切塚遺跡
15：削器 今井見切塚遺跡 

３：石鏃 今井見切塚遺跡
６：石錐 今井見切塚遺跡
　
10：石錐 今井見切塚遺跡 
13：削器 今井見切塚遺跡

 １：石鏃 今井三騎堂遺跡
 ４：石鏃 今井三騎堂遺跡
 ７：石錐 今井見切塚遺跡
 10：石錐 今井三騎堂遺跡
 13：石匙 今井三騎堂遺跡
 16：削器 今井三騎堂遺跡

２：石鏃 今井三騎堂遺跡
５：石鏃 今井見切塚遺跡
８：石錐 今井見切塚遺跡
11：石錐 今井三騎堂遺跡
14：削器 今井三騎堂遺跡  
17：石匙 今井三騎堂遺跡  

３：石鏃 遺跡不明
６：石鏃 今井三騎堂遺跡
９：石錐 今井三騎堂遺跡
12：石錐 今井見切塚遺跡
15：石匙 今井見切塚遺跡
18：削器 今井三騎堂遺跡

１･２･４･６：石鏃 今井三騎堂遺跡（前橋市 / 伊勢崎市） ３：石鏃 遺跡不明 
５：石鏃 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）７-12：石錐今井見切塚遺跡 
13･17：石匙 今井三騎堂遺跡 15：石匙 今井見切塚遺跡　
14･16･18：削器 今井三騎堂遺跡

１-３：石鏃 今井三騎堂遺跡（前橋市 / 伊勢崎市） ４：石匙 吹屋遺跡（高崎市） 

５：石錐 大上遺跡（伊勢崎市）６：打製石斧 下田遺跡（伊勢崎市） 

７：打製石斧 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市） 

８：磨製石斧 神保植松遺跡（高崎市）

１：石　　錐 下田遺跡
３：石　　鏃 大平台遺跡　　　 
５：石　　匙 今井見切塚遺跡             
７：打製石斧 下田遺跡

２：石　　鏃 今井三騎堂遺跡     
４：石　　鏃 大平台遺跡
６：磨製石斧 今井三騎堂遺跡   
８：打製石斧 今井見切塚遺跡

１：石錐 下田遺跡（伊勢崎市）　２：石鏃 今井三騎堂遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）

３･４：石鏃 大平台遺跡（高崎市）　５：石匙 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）

６：磨製石斧 今井三騎堂遺跡　７：打製石斧 下田遺跡（伊勢崎市） 

８：打製石斧 今井見切塚遺跡

１･２：石鏃 今井三騎堂遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）　３：石鏃 遺跡不明　
４：石匙 吹屋遺跡（高崎市）　５：石錐 下田遺跡（伊勢崎市）　
６：打製石斧 今井三騎堂遺跡　
７：打製石斧 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）　
８：磨製石斧 乗附長坂遺跡（高崎市）　９：凹み石 今井三騎堂遺跡

１：石錐 大上遺跡（伊勢崎市）　２：石鏃 今井三騎堂遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）

３：石鏃 大平台遺跡（高崎市）　４：石鏃 遺跡不明　
５：石匙 吹屋遺跡（高崎市）　　６：打製石斧 下田遺跡（伊勢崎市）　
７：打製石斧 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）　
８：磨製石斧 上栗須寺前Ⅱ遺跡（藤岡市）

１･６･10：石錐 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）　
２･３･５･７：石鏃 今井見切塚遺跡　４：石鏃 元総社西川遺跡（前橋市）

８･９･11：石匙 今井見切塚遺跡　12-15：削器 今井見切塚遺跡



実物資料　石器 C･Ｄセット
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●　石器Ｃセット５-１

●　石器Ｄセット６-１ ●　石器Ｄセット６-２

●　石器Ｄセット６-４

●　石器Ｃセット５-２

●　石器Ｄセット６-３

 １：磨製石斧 沼南遺跡　　   ２：磨製石斧 深沢遺跡　    ３：磨製石斧 今井見切塚遺跡
 ４：磨製石斧 三原田遺跡　   ５：凹み石 今井見切塚遺跡
 ６：打製石斧 大平台遺跡　   ７：打製石斧 大平台遺跡  
 ８：打製石斧 大平台遺跡（未掲載） 　９：打製石斧 大平台遺跡（未掲載）

10：打製石斧 大平台遺跡

１：磨製石斧 遺跡不明　
４：打製石斧 白川傘松遺跡
６：打製石斧 大平台遺跡 
８：打製石斧 白川傘松遺跡

２：磨製石斧 糸井宮前Ⅱ遺跡
５：打製石斧 大平台遺跡
７：打製石斧 白川傘松遺跡

３：凹み石 大平台遺跡

１：打製石斧 渋川市赤城町出土
３：磨製石斧 荒砥大日塚遺跡　          

２：打製石斧 大平台遺跡　
４：磨製石斧 房外戸Ⅰ遺跡

１：打製石斧 大平台遺跡　　　 
３：打製石斧 大平台遺跡
５：磨製石斧 下箱田向山遺跡

２：打製石斧 大平台遺跡　        
４：磨製石斧 神保植松遺跡    

１：打製石斧 大平台遺跡
３：磨製石斧 今井見切塚遺跡　

 ２：打製石斧 大平台遺跡　
 ４：磨製石斧 荒砥上ノ坊Ⅰ遺跡

１：打製石斧 塚田中原遺跡 　　
３：磨製石斧 内匠上之宿遺跡 　

２：打製石斧 白川傘松遺跡
４：磨製石斧 遺跡不明

１：磨製石斧 沼南遺跡（吉岡町）　２：磨製石斧 深沢遺跡（みなかみ町）

３：磨製石斧 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）　
４：磨製石斧 三原田遺跡（渋川市）　５：凹み石 今井見切塚遺跡　
６-10：打製石斧 大平台遺跡（高崎市）

１-３：打製石斧 大平台遺跡（高崎市）　４：磨製石斧 神保植松遺跡（高崎市）

５：磨製石斧 下箱田向山遺跡（渋川市）

１･２：打製石斧 大平台遺跡（高崎市）　
３：磨製石斧 今井見切塚遺跡（前橋市 / 伊勢崎市）

４：磨製石斧 荒砥上ノ坊遺跡（前橋市）

１：磨製石斧 遺跡不明　２：磨製石斧 糸井宮前Ⅱ遺跡（昭和村）　
３：凹み石 大平台遺跡（高崎市）４･７･８：打製石斧 白川傘松遺跡（高崎市）

５･６：打製石斧 大平台遺跡（高崎市）

１：打製石斧 渋川市赤城町出土　２：打製石斧 大平台遺跡（高崎市）　

３：磨製石斧 荒砥大日塚遺跡（前橋市）　
４：磨製石斧 房谷戸遺跡Ⅰ（渋川市）

１：打製石斧 塚田中原遺跡（前橋市）　２：打製石斧 白川傘松遺跡（高崎市）

３：磨製石斧 内匠上之宿遺跡（富岡市） 　４：磨製石斧 遺跡不明



複製品（レプリカ）・模造品
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●　ハート形土偶（複製品）

●　銅　鏡（複製品） ●　石　斧（模造品）

●　銅　鐸（複製品）

申請書・見学依頼票は 13～ 15ページにあります。
●の付く資料の借用には 13 ページ『考古資料等貸
出し・利用申請書』を使用してください。（事業団
理事長宛てになります。）
●の付く資料の借用には 14 ページ『考古資料貸付
承認申請書』を使用してください。（群馬県教育委
員会教育長宛てになります。）
各申請書は Adobe PDF Reader で書き込むことが
できます。記入後当該ページをコンピューター上で
切り出して添付、または印刷して提出してください。

●　木製農耕具（模造品）



復元古代衣装（縄文）

火起こし具

10

遺  跡  に
  学

  ぶ
  4
1授 業 に

使 え る
考古教材

火起こし具

番号 時代設定
縄　文
縄　文
縄　文
縄　文
縄　文
縄　文
縄　文
弥　生
弥　生
弥　生
弥　生
弥　生
弥　生
弥　生
弥　生
古　墳
古　代
古　代
古　代
古　代
古　代
古　代
古　代
古　代

素　材
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿

ポリエステル
ポリエステル
ポリエステル

綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿
綿

性別
男･女
男･女
男･女

女
男

子ども
女
男
女

子ども
女

子ども
女
女

子ども
巫女
役人
役人
役人
役人
役人
男
女

子ども

特　　　　色
模様　　上･下
模様　　上･下　ピンク色　　　　 短パン
模様　　上･下　　　　　　　　　 短パン
貫頭衣
貫頭衣
貫頭衣　
　　　　上･下
貫頭衣　上･下
貫頭衣
貫頭衣
貫頭衣　　　　  カラシ色　　　　 羽織
貫頭衣　　　　  カラシ色　　　　
貫頭衣　　　　  薄茶色
貫頭衣　　　　  薄いあずき色
貫頭衣　　　　  薄いあずき色
　　　　上･下 　　　　　　　　   スカート
　　　　上･下　紺色・白色
　　　　上･下　明るい紺色･白色
　　　　上･下　青色･白色
　　　　上･下　白色
　　　　上･下　白色
　　　　上･下　白色
　　　　上･下　　　　　　　　　 前掛け
　　　　上･下　　　　　　　　　 前掛け

着 丈  
75
75
75
110
95
72
65
90
100
73
88
58
83
83
52
75
116
116
116
115
80
82
110
90

（上･下）
60
50
50

60
92

90
106
106
106
109
75
100
52
37

 ■ 復元古代衣装一覧

古代衣装　小物 麻製帯･頭飾り（縄文・弥生）、冠･鏡･首と腕飾り（古墳）、石帯･沓（古代）

 ■ 縄　文

 ■ 古代衣装　小物　

復元古代衣装の借用には 13ページ『考古資料等貸出し・利用申請書』を使用してください。（事業団理事長宛てになります。）



復元古代衣装（弥生･古墳･古代）

火起こし具
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 ■ 弥　生

 ■ 古　代

 ■ 古　墳

火起こし具



勾玉・火起こしパンフレット
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実物は A4サイズ両面刷りです

実物は A4サイズ両面刷りです



平成 年 月 日

　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理　　事　　長　　　様

申請者 〒

住所

氏名

印

電話

Fax

( 担当 )

平成 年 月 日 時 分から

平成 年 月 日 時 分まで

注

1　貸出し又は利用の別により、該当しない事項を削除すること。

2　貸出し・利用希望時間の時分は利用の場合に記入すること。

下記のとおり、考古資料等を　借　用　・　利　用　したいので、承認してください。

４.貸出しを受けた後の所在場所

５.その他参考となる事項

３.貸出し・利用希望期間

考古資料等貸出し・利用申請書

　(別記様式第１号)

記

１.貸出し・利用承認申請物件

２.貸出し・利用物件の使用目的



別記様式第１号　(規格A4）　(第４条関係)

平成 年 月 日

群馬県教育委員会教育長　　様

申請者

印

　次のとおり、考古資料等を借り受けたいので、承認してください。

平成 年 月 日 平成 年 月 日 まで

※
承
認
条
件

　　　　　　注　※印欄には、記入しないでください。

資料の提供元または所蔵は、「群馬県教育委員会」となります。

〒

考古資料等貸付承認申請書

 貸付けを受けた後の
所在場所

住 所

から

団 体 名

代表者職氏名

電 話 番 号

　

(担当　)

承
認
印
欄

物　　件　　名

使　用　目　的

使用希望期間

申請の理由

 その他参考となる
事　　項



公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　　 普及課　御中

見学希望日 　　　　平成　　年　　月　　日　（　　　　曜日）

団体名

代表者名

担当者

団体の連絡先

滞在時間

学年 （ ）

学級数 （ ）

人数 （ ）

引率者人数 （ ） 合計 人

雨天の場合、勾玉や火おこしの体験学習はできない場合があります。

　　見学

　　講座

　　ビデオ上映

　　体験学習　　土器づくり　　　　　　　　　　　　　ハニワづくり

　普通の勾玉づくり らくらく勾玉づくり

　カラー粘土の勾玉づくり

　火おこし

　　体験学習　 （その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

昼食の有無 　　有　　（　　屋内　　・　　屋外　　）　　　　　　無

　　大型バス　　中型バス　　　小型バス　　　　（　　　　台）　　　　ピストン送迎

　　その他 　　有　　　無

来館者

雨天時の希望

希望すること

交通手段

群馬県埋蔵文化財調査センター発掘情報館　見学依頼票

電話　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　電子メール

　　　　　　　　　　時　　　　分　　　～　　　　　　　　　　時　　　　分

　　午前

　　午後

　　午前

　　午後



INFOMATION

第３期最新情報展　奈良三彩にみる古代の上野

♦県内出土の奈良三彩を展示します。展示を通して奈良
　三彩が果たした役割と、奈良三彩から読み取れる古代
　史について探ります。
♦展示期間　１月15日(日) ～５月14日(日)
　午前９時～午後５時（入館は４時30 分まで）
　土曜日・祝日は休館
♦ギャラリートーク　
　平成29 年２月５日（日） 
　　　　　　　　　　　神谷佳明（当事業団職員）

公開考古学講座

♦日　時　平成29年２月18日（土） 13：30～15：00  （13：00開場）
♦講　師　米元 史織 先生 （九州大学　総合研究博物館）
♦演　題　「人類学から明かされる金井遺跡群に生きた人々」
♦会　場　群馬会館 ２階ホール
♦申　込　不要　
♦入　場　無料　
♦資料代　有償
♦定　員　400名　　　
♦お問い合わせ　普及課まで(☎0279-52-2513)

メールによる行事案内のお知らせ

♦当事業団では年間を通じて展示会や講演会など様々な
　行事を催しています。メールによるこれらの案内をご希
　望の方は、下記のアドレスよりお申し込み下さい。
　　なお、受付の事務処理上、件名は『行事案内希望』と
　して、本文に『住所・氏名・電話番号』を記入しご連絡下
　さい。
♦メールアドレス ： gunmaifukyu@apricot.ocn.ne.jp
♦ＱＲコード

　　※携帯電話のメールアドレスへ連絡をご希望の方は
　　　パソコンからの着信ができるように設定して下さい♦表紙写真　平成元年（1989）11月、事

業団主催の公開普及デーにて復元した
古代衣装（巫女）を職員が着用し、三ツ
寺遺跡で行われていた祭祀を再現した。

『遺跡に学ぶ －授業に使える考古教材－』 第41号　平成29年１月13日発行　
公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　〒377-8555 群馬県渋川市北橘町下箱田784-2  ☎ 0279-52-2513（普及課直通）

■本誌は学校および教育関係者向けの埋蔵文化財情報誌です。学校の授業等で誌面内の文章・写真・図面をコピー・利用する場面は
著作権フリーです。それ以外でのコピー・利用を禁じます。■ご意見ご質問は上記当てに連絡をお願いします。


